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新型コロナウイルス中和抗体作出プロジェクトについて 

富山大学学術研究部医学系 臨床分子病態検査学 准教授 仁井見 英樹

新型コロナウイルス感染症においては、SARS-CoV-2の変異株流行の情報と共に、変異株に対

してどのように対応するかが課題となっています。富山大学先端抗体医薬開発センター（医学

部、工学部、附属病院の連携組織）、同大学和漢医薬学総合研究所、富山県衛生研究所ウイル

ス部、京都大学医生物学研究所、北海道大学薬学研究院の共同研究グループ（小澤龍彦准教授

ら）は、「スーパー中和抗体」と命名したヒト型・モノクローナル中和抗体（開発番号：

UT28K）が、新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)の多種の変異株の感染を防御できる治療薬とな

り得ることを実験的に確認しました。スーパー中和抗体（UT28K）が感染防御できる SARS-CoV-

2 の変異株を以下に列挙します。 

・野生株：武漢で最初に発見された SARS-CoV-2ウイルスの原型

・B.1.1.7（Alpha）：スパイク蛋白質 RBD に N501Y変異を有する

・B.1.351（Beta）：スパイク蛋白質 RBDに K417N/E484K/N501Y変異を有する

・P.1（Gamma）：スパイク蛋白質 RBDに K417T/E484K/N501Y 変異を有する

・B.1.617.1（Kappa）：スパイク蛋白質 RBDに L452R/E484Q 変異を有する

・B.1.617.2（Delta）：スパイク蛋白質 RBDに L452R/T478K 変異を有する

・B.1.427/429（Epsilon）：スパイク蛋白質 RBD に L452R変異を有する

・B.1.1.529（Omicron）：スパイク蛋白質 RBDに K417N/S477N/T487K/E484A/Q493R 等、多数の

変異を有する

 富山大学の強みは「世界最速レベルで抗体を作製し性能評価できる技術（14の国内外特許

を取得）」であり、従来２か月以上かかる行程が１～２週間で、目的とする抗体を作製するこ

とができます。取得したスーパー中和抗体 UT28K は既存の変異部位を避け、「SARS-CoV-2の感

染にとって重要な部分と結合する」ため、UT28K の耐性変異株は先ず流行することはなく、

仮に流行するような UT28K 耐性変異株が出現したとしても、それは弱毒株となるだろうと考

えられます。従って、今後流行しうる未知の変異株に対して、UT28K は十分な効能が期待で

きます。以上、今回、SARS-CoV-2変異株の流行とスーパー中和抗体の作出について紹介したい

と思います。 
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